
はじめに

本稿の目的は湖北省荊州市高台秦漢墓を対象として，この墓地の構造を明ら

かにすることにある。

湖北省荊州市は戦国時代楚国の都城，すなわち紀南城の所在地である。その

ため荊州市では多数の楚墓が確認されている。楚は紀元前２７８年に紀南城を秦

の白起に落とされ，安徽省へと遷都することになり，荊州市を含む地域は秦の

支配下に入り南郡と称されるようになる。南郡の郡治はやはり現在の荊州市に

置かれ，漢はこれを継承した。このため荊州市では秦漢墓も多数分布している。

これら墓葬では湿潤な土地柄のため有機物の保存がよく，特に近年では簡牘が

多く出土し，中国古代史研究にも新たな資料を提供している。

本稿で対象とする高台秦漢墓地もそのような荊州市に位置する遺跡の一つで

ある。発掘調査は１９９２年におこなわれ，５ヶ月をかけ４０基余りの墓葬が調査

された。調査では簡牘が出土し，その内容を含んだ簡報が１９９３年に発表され

たことで，高台墓地は広く知られるようになった１）。その後２０００年に報告書

が刊行され，その全容が明らかになっている２）。報告書では墓地の年代を秦か

ら前漢前半として６期に分期し，さらに主に墓葬の主体部から墓地の階層性に

ついても言及し，漢代の爵制にあわせて被葬者の身分を推定している。

ただし筆者は爵制による身分と墓葬の主体部を直接関連づけて考えることに

は，若干躊躇を覚える。むしろそれ以前の問題として，まず墓葬の階層性や墓

地内の集団のありかたといった，墓地の構造を明らかにすることが重要であり，
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身分制がどう墓葬に表現されるのかといった問題はこのような検討を積み重ね

た上で議論されるべきだと考える。

以上のような考えに基づき，本稿では高台墓地の構造を明らかにすることを

目的にする。具体的には主体部の分類，副葬品の出土状況の分析などから埋葬

にあたっての規制を明確にし，そのうえで墓葬間の階層関係，集団関係などを

検討することで，高台墓地の構造を明らかにしたいと考えている３）。以下まず

墓地について概観する。

１ 高台墓地の概観

高台墓地は楚の都城であった紀南城の南東隅にあり，紀南城の東城壁から

１００m に位置している（第１図１・２）。墓地は「高台」とよばれる台地上に位

置している。この台地は発掘調査により東周時代の遺跡であることがわかって

いる。つまり高台墓地は東周時代の遺跡を破壊して造営されたのである。高台

墓地が造営された秦から前漢時代の南郡の中心であった江陵城は，墓地の東南

３．５km にある郢城に比定されており，高台墓地の被葬者はこの郢城との関係

が推定される。

発掘調査された墓葬は４５基で，墓地中央やや南側にある大型の墳丘を持つ

２２号墓が西晋墓である以外はすべて秦から前漢時代前・中期のものである（第

１図３）。

報告書では墓葬の分布から４つの地区に分けている（第１図３）。第１区は

墓地の北部で１４基の墓葬があり，比較的大型の墓葬が含まれる。第２区は墓

地東北部で１２基の墓葬があり，小型の墓葬が多い。第３区は墓地中部のやや

西側で１０基の墓葬がある。第４区は墓葬南部で８基の墓葬がある。

また報告書では出土遺物の検討から全体を５段に編年している（第２図）。

それによると第１段は統一秦時代で第２区の１基のみが該当する。第２段は前

漢初年から文帝時期までで，第１区で７基，第２区で６基，第３区で６基，第

４区で１基の墓葬がある。第３段は景帝時期で，第１区で２基，第３区で２基，

第４区で１基の墓葬がこの時期にあてられている。第４段は武帝時期の元狩５

年以前で，第１区で２基，第２区で５基，第３区で１基，第４区で２基の墓葬

があるとされる。第５段は武帝元狩５年以後から昭帝期で，第４区の３基のみ

がこの時期とされている。この他に副葬品がなく時期比定が困難な墓葬が６基
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第１図 高台墓地の位置と墓葬の分布
（注２文献図一・図二を改変）
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第２図 高台墓地の時期変遷

（黒は該当する時期の墓葬
灰色はそれ以前の墓葬 を表す）
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存在している。

以上が高台墓地の概要である。高台墓地はほぼ１５０年にわたり造営が続けら

れ，４０基あまりの墓葬が確認されているわけであるが，時期ごとの墓葬数は

決して多くはなく，墓地は時間をかけて徐々に形成されていったことがわかる。

また報告書では分布状況から墓地を４つの地域に分けているが，第１段と第５

段を除けば，全ての地域で墓葬が継続して造営されており，墓地内での墓葬造

営域の移動があったわけではなく，４地域が同時に墓域として機能していたこ

とがわかる。さらにかなり密集した部分でも，時期の降る墓葬が，より早い時

期の墓葬を破壊した例がないことから，地上部分には何らかの標識や墳丘があ

ったと考えられる。

これらのことを留意した上で，次に墓葬の構成要素について検討をおこなう。

２ 墓葬構成要素の検討

高台墓地における検討可能な墓葬の構成要素としては（Ａ）主体部と（Ｂ）

副葬品がある。以下それぞれ個別に検討する。

Ａ 主体部（第３図）

高台墓地の墓葬は全て竪穴土坑墓で，主体部から木槨木棺墓，木棺墓，葬具

のない無棺墓に大きく分けることができる。報告書では木槨木棺墓を木棺の違

い，規模の大小からさらに細分している。報告書の分類は以下の通りである。

甲Ａ類：一槨重棺墓（１）

甲Ｂ類：一槨併棺墓（２）

乙Ａ類：一槨一棺墓のうち槨室長４ｍ以上のもの（３）

乙Ｂ類：一槨一棺墓のうち槨室長３ｍ以下のもの（４）

丙 類：木棺墓（５）

丁 類：無棺墓

以上の各主体部について，報告書では代表的なものの実測図が掲載されている

のみで，各墓葬ごとの実測図や実測値は報告書中に記載されていない。そのた

め本稿ではこれ以上の検討はできないため，主体部については基本的には報告

書の分類に従うこととする。ただし甲類とされた墓葬も規模からすると乙Ａ類

に含まれる。そこで本稿では記述のために，以下のような分類を用いる。

木槨木棺墓Ａ類：報告書の乙Ａ類
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第３図 高台墓地の葬具

（１：５号墓 ２：２８号墓 ３：３３号墓 ４：１１号墓 ５：３７号墓）
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木槨重棺墓 ：報告書の甲Ａ類

木槨併棺墓 ：報告書の甲Ｂ類

木槨木棺墓Ｂ類：報告書の乙Ｂ類

木棺墓 ：報告書の丙類

無棺槨墓 ：報告書の丁類

さらに木槨木棺墓Ａ類・木槨重棺墓・木槨併棺墓・木槨木棺墓Ｂ類の総称とし

て「木槨木棺墓」を用いる。

主体部については，その基本は木棺であり，木槨木棺墓はそれに木槨が付加

された形態だとすることができる。従って木槨や木棺の構造が複雑或いは規模

が大きな墓葬ほど価値が付加されるのであり，階層的には上位に位置づけられ

ることになる。

Ｂ 副葬品

副葬品はその用途から，（１）飲食器，（２）明器，（３）装飾品，（４）家具，（５）

その他に分類される。以下この分類ごとに検討してゆく。

（１）飲食器（第４図）

飲食器はその材質から (a) 青銅器，(b) 日用陶器，(c) 漆器に分類される。ま

たそれぞれの器物は，その機能から煮炊きに使う「煮沸具」，料理などを盛り

つける「供膳具」，酒などの液体を汲む「供酒具」，穀物や酒などの液体を入れ

る「貯蔵具」，料理や酒などをすくう「�邑注具」に分けられる。第４図は飲食

器をまとめたもので，以下これに従って飲食器を材質ごとに概観する。

(a) 青銅器とそれを模倣した陶器（第４図１～２７）

飲食器としての青銅器は西周時代から春秋戦国時代にかけ，祭祀・儀礼に用

いられてきた器物であり，社会的な身分・地位の象徴として扱われてきた。青

銅器を「礼器」と呼んだのはまさにこのことによる。しかし始皇帝の統一以後

青銅器は社会的な身分の象徴としての役割を失ってゆく４）。

ただし青銅器の飲食器自体は漢代以降も継続して使われている。漢代の青銅

器には祭器・儀器としての伝統があり，材質が飲食器として一般的であった陶

器とは異なっていたことから，陶器よりもやや高級な飲食器として扱われたと

考えられる５）。また金属としての材質から，特に煮沸具として日常的に使われ

た場合もある。前者としては鼎・壺などがあり，後者には釜・�などがある。

また青銅器を模倣した陶器も作られている。これら陶器は実用器というより
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第４図 高台墓地出土の飲食器
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１号墓：７，２８，３４，４５，４６ ２号墓：２，１８，２６ ４号墓：１，５，９，２０，２５ ５号墓：６，１１，４２ ６号墓：３２，４７，４８，５０
８号墓：３ ９号墓：２１ １２号墓：１０ １３号墓：３１ １６号墓：２３ １７号墓：８，１２ １８号墓：１３，１９，２２，２４，
２７ ２７号墓：３５，３８，４１ ２８号墓：２９，５１ ３３号墓：３０，３９，４４
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も，副葬用の明器と考えられる。ここでは青銅器とそれを模倣した陶器をまと

めて扱う事とする。

戦国時代の荊州市は楚国の中心であり，多量の墓葬が造営されたが，その多

くには青銅礼器や青銅礼器模倣陶器が副葬されていた。紀南城が白起により抜

かれ，秦の統治が始まると共に青銅礼器系の副葬品は減少してゆく。高台墓地

でも青銅礼器系の器物を副葬した墓葬は多くはなく，副葬点数も限られている。

副葬された青銅器には，煮沸具，供膳具，供酒具，貯蔵具，�邑注具がある。

煮沸器の代表的な器種が鼎である。鼎は西周時代以来継続して作られた青銅

礼器でもある。高台墓地で出土しているのは，戦国時代以来楚の領域で使われ

ていた足が長い「楚式鼎」タイプ（１），やはり戦国時代以来みられる長足のタ

イプだが，長江以南に分布の中心がある「越式鼎」タイプ（２），戦国時代の中

原に本来の分布があり，秦代以後全国に分布するようになる足が短い「中原式

鼎」タイプ（３）がある。本稿では報告書に従い，楚式鼎をＡ型鼎，越式鼎を

Ｂ型鼎，中原式鼎をＣ型鼎と表記する。このうちＡ型を模倣した陶器（７），Ｃ

型を模倣した陶器も出土している（９）。

この他煮沸と関係ある青銅器には�（４），獲（５），�（６）がある。�は口縁

部がすぼみ，環をもつ鍋の一種。もともと四川盆地に戦国時代初頭から分布し

ていた器種で，やはり秦の占領以後荊州地区にも持ち込まれた。獲も鍋の一種

と考えられるが，�とは異なり口縁部が広い。�は下部が羽釜状で，上部には

甑がつき，更には獲が蓋となる場合もある。�は西周時代以来の礼器だが，本

来は�の下部が鬲或いは鼎状をしていた。その後戦国時代にはいると秦や中原

では下部が釜状のものがあらわれ，このタイプが漢代以後の中心となってゆく。

高台墓地で出土しているのもこの種のタイプで，下部が羽釜状となっている。

供膳器には盆（９・１０）と盤（１１）がある。盆はやや深めのボール状の食器

である。環首があるタイプ（９）とないタイプ（１０）がある。盤は本来匚也とと

ともに青銅礼器の中の盥器に分類されていた。盥器とは手を洗うための器であ

り，匚也で汲んだ水で手を洗い，盤でその水を受ける，といった用途が想定され

ている。しかし漢代にはその役割に変化が生じており，盤は盆と同じような供

膳器として使われるとともに，液体を溜める洗面器的な役割ももち，さらには

鍋のような使われ方もしている。高台墓地でも５号墓出土の盤の底部にはスス

が付着しており，煮炊きにも使われたいたことがわかる。このように盆は多様

な用途に使われていたが，ここでは供膳器に分類しておく６）。
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青銅器模倣陶器として盒が出土している（１２・１３）。盒は中原で発達した器

種であるが，戦国時代中期から楚の領域にも現れ，戦国時代後期には広く分布

するようになる。高台墓地では青銅製の盒は出土せず，模倣陶器のみが出土し

ている。１３は上下が同型のタイプ，１２は蓋と身に分かれるタイプである。

供酒器としては�焦壺（１４・１５）と匚也（１６）がある。�焦壺のうち，１３は把手

がつくもので，戦国時代から連続する器形。１４は柄が付くもので，漢代以降

に現れる形態である。本稿では前者を「把手付�焦壺」，後者を「柄付�焦壺」と

呼ぶ。�焦壺を模倣した陶器は出土していない。匚也は先に述べたように青銅礼器

の中では盥器に分類される器種であったが，同時に酒などの液体を注ぐ役割も

持っており，漢代以後はむしろこちらの役割が中心になっていったとされる７）。

１７は匚也を模倣した陶器で，これも戦国時代から見られる形態である。

貯蔵器はバリエーションに富む。１８・１９は壺。壺は鼎とともに戦国時代の

青銅礼器の代表的な器種であり，漢代に入ってからも使われ続ける。１８は頸

部が細く，胴部は球状，圏足がやや低いタイプで，戦国時代の典型的な壺のタ

イプである。それに対して１９は頸部が太く，肩部が張り，圏足が高く，漢代

以後に一般的になるタイプである。本稿では報告書に従い，前者を壺Ⅰ式，後

者を壺Ⅱ式と呼ぶ。また壺を模倣した陶器も出土している（２２・２３）。基にな

った青銅壺を比定するのは難しいが，２２は壺Ⅰ式を，２３は壺Ⅱ式を模倣した

可能性がある。２０は�。�は荊州地区では戦国時代後期にあらわれ，漢代ま

で継続して使われる。模倣した陶器は出土していない。２１は口縁部が特徴的

な蒜頭壺。蒜頭壺は戦国時代の秦の領域でまずあらわれ，秦が六国を占領する

過程で各地にひろがってゆく。荊州地区でも秦の占領以後に現れる器種である。

陶器の２４は口縁部を欠いているために判断が難しいが，頸部・胴部の形状か

ら蒜頭壺を模倣したものと考えておく。

�邑注器には匙がある（２５）。これを模倣した陶器が出土している（２６）。陶器

では匙の他に斗を模倣したものも出土しているが（２７），こちらは基になった

青銅器は出土していない。

(b) 日用陶器（第４図２８～４３）

陶器には上記のように青銅礼器を模倣したものがあるため，祭祀や儀礼に限

定されず，日常生活で一般的に使われる陶器を「日用陶器」と呼ぶこととする。

日用陶器には煮沸具，供膳具，供酒具，貯蔵具などがある。
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煮沸器では釜（２８）と甑（２９）が出土している。釜は単独で，或いは甑と組

み合わされて使われたと考えられる。

供膳器には碗（３０），盤（３１），盆（３２），高杯（３３）がある。盤は皿状の食

器。盆は盤よりも深く。ボール状の食器。高杯は皿が浅いタイプである。

供酒器は杯のみが出土している（３４）。

貯蔵器は青銅器同様に器種が多い。折腹壺（３５）は高さ５㎝前後の小型のも

ので，胴部が屈曲する。小型高頸壺（３６）は頸部が長く肩部が張る壺状の器種。

矮頸罐（３７）は逆に頸部が短い器種である。なお報告書で「平底罐」と分類さ

れた器種があり（３８），口縁の形状などが矮頸罐と異なっているが，頸部が短

く，平底の罐という点では共通している。そこで本稿では両者を同一形式とし

て捉え，その中での小形式と考える。同様に報告書中で「硬陶」に分類された

器種のうち小型のものもその形状から矮頸罐に含めた。高頸壺（３９）は小型高

頸壺よりも大型のもの。高頸罐（４０）は頸部が長く，胴部が膨らみ，底部は僅

かに凹状になる。小口罐は硬陶で胴部に叩き目を残すことが特徴である（４１）。

繭型壺（４２）は胴部が繭状の器種。大口甕（４３）は大型の甕である。

第５図は出土した貯蔵器の大きさを比較するために，明らかに小型の折腹罐

を除いた貯蔵器の高さをまとめたグラフである。これから２５㎝と３５㎝で連続

していない部分があることがわかる。これに注目すると，高さが２５㎝以下の

ものを小型，２６㎝から３５㎝のものを中型，３５㎝以上のものを大型といったよ

うな区分ができそうである。第６図は先の分類に従い，器種ごとに高さを表し

たものである。このグラフから器種ごとに大型・中型・小型に分類できること

がわかる。すなわち，小型としては小型高頸壺，矮頸罐がある。中型には高頸

壺が該当する。高頸罐は若干小型のものがあるが，中心となっているのは高さ

２５㎝以上のものであり，これも中型として問題ない範囲と考える。この他中型

には出土点数が少ないためグラフには表さなかったが，小口罐や繭型壺も含ま

れる。大型には大口甕が該当する。

(c) 漆器（第４図４４～５１）

漆器には煮沸器以外の器種がある。

供膳器には盒（４４），盤（４５），盂（４６）がある。盒は青銅器模倣陶器の盒に

似る。盤は皿状で，日用陶器のものよりも小型のものが多い。盂は碗状のもの。

供酒器には耳杯（４７），尊（４８）がある。耳杯は杯として使われた器種。尊
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第５図 貯蔵器器高の分布

第６図 器種別の器高の比較
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は酒を入れておく徳利のように使われた。

貯蔵器には，小壺（４９），偏壺（５０）がある。小壺は小型の壺である。偏壺

は胴部が扁平な壺を指す。

�邑注器には匙がある（５１）。

（２）明器（第７図１～４）

明器には木製のものと陶器製のものがある。

木製のものとしては人物俑，動物俑，木車などがある。人物俑は立俑（１），

座俑，騎馬俑（２）などがあり，立俑・座俑には男女の俑がある。動物には牛

があり，これは木車と対になる可能性もある。

陶製のものとしては穀物倉（３）と竈（４）がある。竈には小型の釜と甑がつ

く場合もある。

（３）化粧道具（第７図５～９）

化粧道具は道具入れと個々の道具からなる。道具入れは「奩」と呼ばれ，漆

器で作られている（５）。この中に白粉などを入れたと考えられる小型の漆盒

（６）や櫛がいれられる。櫛には歯が荒い「梳」（７）と細かい「箆」（８）がある。

さらに化粧に使ったものとして銅鏡（９）がある。

（４）装身具（第７図１０～１２）

身につけるものには帯鈎（１１），杖（１３），鉄剣（１４）がある。帯鈎は銅製で

ある。杖は木製で，先端には鳥がついている。『後漢書 巻５ 礼儀志』案戸

の条には

仲秋之月，縣道皆案戸比民。年始七十者，授之以王杖，餔之 粥。八十，九十，

禮有加賜。王杖長九尺，端以鳩鳥爲飾。

とあり，後漢時代には７０歳以上の老人に与えられた杖に鳩がついていたこと

がわかる。前漢時代の記録はないため，判断は難しいが，関連が考えられる。

（５）家具（第７図１５～１８）

家具としては，まず香炉があげられる。１５は陶器製。１６は青銅製である。
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第７図 高台墓地出土遺物

（１号墓：１８ ２号墓：２，９，１７ ３号墓：１２，１３ ４号墓：１６ ５号墓：３，４ ６号墓：１，５，１１）１１号墓：８ ２５号墓：１０ ２７号墓：１４ ２８号墓：６ ２９号墓：７ ３３号墓：１９
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１７は漆器の方形平盤。飲食器を載せるための家具と考えられる。１８は漆器の

几で，テーブルの一種である。１９は漆器の枕と考えられている。このほか六

博盤も出土している。

（６）その他（第７図１０～１２）

その他の副葬品としては�瑟玉壁（１０）・木壁，印章（１２），半両銭，はかりの

重り，サイコロ，琴などが出土している。サイコロは六博に使ったと考えられ

る。

以上が，高台墓地葬具と出土した副葬品である。次にこの葬具と副葬品の組み

合わせについて考えてみたい。

３ 副葬品の出土状況

第２節では墓葬の諸要素について分類をおこなってきたわけだが，この分類

に基づき，墓葬ごとに一覧表としてのが 第１表である。この表から副葬品の

全種類が，すべての墓葬から出土するわけではなく，墓葬によって偏りがある

ことが見て取れる。以下，特に出土状況に偏りがある副葬品について検討を加

えてみたい。ただし漆器・木器については腐食の問題があるため，参考にとど

める。

（１）飲食器

飲食器はもっとも出土墓葬数が多い副葬品で，３７基から出土しており，全

く出土品がない６基を除いた何らかの副葬品を出土した墓葬３９基の９４．９％と

なる。飲食器は材質やその性格から，(A) 青銅器とその模倣陶器，(B) 日用陶

器，(C) 漆器に分けられるが，もっとも出土墓葬数が多いのは日用陶器で墓葬

数３４基，飲食器を出土した墓葬の９１．９％に達している。これは青銅器および

模倣陶器を出土した墓葬１７基，４５．９％のほぼ倍である。漆器・木器について

は参考値となるが，１１基で２９．７％にとどまっている。このうち青銅器と日用

陶器が共存したのは１５基で，これは青銅器・模倣陶器を出土した墓葬の８８．２

％に上っており，両者が排他的な関係にはないことがわかる。従って，飲食器

の副葬の基本は日用陶器であり，青銅器・模倣陶器の副葬はそれに付加された
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要素ということになる。

次に飲食器を (A) 青銅器とその模倣陶器，(B) 日用陶器，(C) 漆器に分け，

それぞれの内容についてさらに検討を加えてみたい。

(A) 青銅器とその模倣陶器

青銅器や模倣陶器を副葬した墓葬は１７基だが，その内容を個別に見てゆく

と，以下のように分類できる。

(a) 青銅器のみを複数器種副葬 ７基

(b) 青銅器と青銅器模倣陶器を複数器種副葬 ２基

(c) 青銅器模倣陶器のみを複数器種副葬 ３基

(d) 青銅器を１器種のみ副葬 ５基

このうち最も多いのは青銅器のみを複数器種副葬した例である。器種別に見る

と，最も出土墓数が多いのは鼎で，５基から出土している。そのため鼎はほと

んどの器種と同伴しているが，同じ煮沸器の中の�とは共伴例がないことは注

目される。また鼎と共伴した器種を，その機能ごとにみてゆくと

鼎―煮沸器：３基

鼎―供膳器：３基

鼎―供酒器：２基

鼎―貯蔵器：５基

となり，鼎は貯蔵器と強い結びつきがあることがわかる。

このことは (b) と (c) の青銅器模倣陶器を副葬した場合にもあてはまる。両

者を併せると５基の墓葬があるが，このうち鼎を副葬した３基で，これら墓葬

からは例外なく貯蔵器が共伴している。

ところでこの鼎と壺・�・蒜頭壺といった貯蔵器の各器種は青銅礼器として

戦国時代から使われた器種であり，しかも漢代に入ってからもその用途が変わ

らなかった器種である。本来青銅礼器は飲食物を使った祭祀・儀式をおこなう

ための器であり，そのため機能の異なった青銅器によるセットで使われた。従

って高台墓地で鼎が貯蔵器と共伴する例が多いことは，このような青銅礼器以

来の伝統に従った結果と考えられる８）。

このことは青銅器模倣陶器にもみられる。青銅器模倣陶器を出土した墓葬の

うち１７・１８号墓では鼎―盒―貯蔵器（壺）がセットになっている。このセット

は戦国時代後期からみられるものであり，やはり伝統に従った組み合わせとな

っている。
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番号 葬具 時期 飲 食 器

青銅器・模倣陶器 日用陶器

煮沸器 供膳器 供酒器 貯蔵器 �邑注器 煮沸器 供膳器

把付 柄付
也鼎 銅� 銅獲 銅甑 盆 盤 盒 錐壺 錐壺 匚 壺 紡 �頭壺 勺斗 陶釜 陶甑 碗 盤 盆 豆

Ｍ０１ 木槨木棺Ｂ １ 〈６〉 １ 〈３〉 〈３〉 １ 〈１〉 ３ ５

Ｍ０２ 木槨重棺 ２ １ １ １ １ １

Ｍ０４ 木槨木棺Ａ ２ ２ １ １ １ １ １ ２ １

Ｍ０５ 木槨重棺 ２ ２ １ １ １ １ ２ ２ １ １

Ｍ０６ 木槨木槨Ａ ２

Ｍ０９ 木槨木棺Ｂ ２ １ １ １ １ ２

Ｍ１３ 木棺 ２ １

Ｍ１４ 木槨木棺Ｂ ２ ３

Ｍ１８ 木槨木棺Ｂ ２ 〈２〉 〈２〉 〈１〉〈２〉 〈２〉 ２

Ｍ２０ 木槨木棺Ｂ ２ １ １

Ｍ２３ 木棺 ２

Ｍ２４ 木棺 ２ ２ １

Ｍ３２ 木棺 ２

Ｍ３３ 木槨木棺Ａ ２ １ １ １ １

Ｍ３５ 木棺 ２ １

Ｍ４０ 木棺 ２

Ｍ４２ 木棺 ２

Ｍ４３ 木棺 ２

Ｍ４４ 木棺 ２ １ １

Ｍ４５ 木棺 ２ １

Ｍ１２ 木槨木棺Ｂ ３ １ １ １ １ １ １

Ｍ１６ 木槨木棺Ｂ ３ 〈１〉 〈１〉

Ｍ１７ 木槨木棺Ｂ ３ 〈１〉 〈１〉 〈１〉 １

Ｍ１９ 木槨木棺Ｂ ３ １ 〈１〉 ２

Ｍ３０ 木棺 ３

Ｍ０３ 木槨木棺Ａ ４ １ １ １

Ｍ１１ 木槨木棺Ｂ ４ ２ １ ２ １ １ １

Ｍ２１ 木槨木棺Ｂ ４ １ １

Ｍ２９ 木槨木棺Ａ ４

Ｍ３１ 木棺 ４

Ｍ３４ 木棺 ４ １

Ｍ３６ 木棺 ４ １

M３７ 木棺 ４ １ １ １

Ｍ３９ 木棺 ４

Ｍ４１ 木棺 ４

Ｍ２５ 木槨木棺Ａ ５

Ｍ２７ 木槨木棺Ａ ５ １

Ｍ２８ 木棺併棺 ５ ２

Ｍ０７ なし 不明

Ｍ０８ なし 不明

Ｍ１０ なし 不明

Ｍ１５ なし 不明

Ｍ２６ なし 不明

Ｍ３８ なし 不明

第１表 副葬品の出土状況
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明器 化粧道具 装身具 家具 その他

漆器系

供酒器 貯蔵器 供膳器供酒器貯蔵器�邑注器
小型 中型 大型

杯 折腹罐小型高頸壺矮頸罐 高頸壺高頸罐 その他 大口壺 扁壺 漆匙 木桶 陶模型 漆器 銅鏡

３ １ １ １ 璧・印章

２ ３ ３ ○ ○ １ ２ ○ 倉 ○ 杖
几・案・方盤・
六博盤・枕

木瑟

○ ○ ○ １
陶薫炉・几・
方盤

５ １ 倉・竈

繭型罐２ 杖

１ １ 銅炉

２ ２

２ ２ ２

２ １ １

１

３ ２ 竈

竈

５ １ ○ ○ １ ○ 倉・竈 ○ １ 六博盤 璧

２ ２ １ 倉・竈

２ ２ 倉

１

１

１ １ １ 竈

１

２ ２ ２ ○ ○ ○

倉

１ １ １ ○ 倉・竈 ○ 帯鈎 木珠

１

１

２ ４ ４ ○ ○ １ ○ 倉・竈 ○ １ 鉄剣 サイコロ

２ ３ ○ ○ ○ １ 枕 サイコロ

１

１ １ ○ ○ 倉・竈 ○ 方盤

１

１

１ 倉

２ ２ １ 半両銭 銅鈴

３ ３ １

３ ２ １

１ 帯鈎 方盤

２ ２ １ 小口罐 ２ ○ 倉 １ 銅環 方盤 銅薫炉 銅権

１ ２ ２ ○ ○ ２ ○ ○ ２ 几・案・方盤

（青銅器・模倣陶器のうち「〈 〉」が模倣陶器を表わす。また漆器については出土している場合を「○」であらわした）
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このようにみてゆくと高台墓地での青銅器及びその模倣陶器の副葬は，戦国

時代に青銅礼器とその模倣陶器を副葬した伝統への志向として捉えることがで

きる。

ただし (d) 青銅器１器種のみを副葬した墓葬のうち，�のみが副葬される場

合にはさらに検討が必要である。�が鼎と共伴しないことは先にふれたが，同

時に貯蔵具とも共伴した例がない。このことから，�は鼎や貯蔵器に代表され

るような，礼器の系譜に連なる伝統的な器種とは異なった扱いを受けていたと

考えられる。分類の所で触れたように，�は日常生活のなかで使われた煮沸器

としての性格をもっており，そのため他の青銅器とは区別されたのであろう。

ただし２号墓では�も他の青銅器と共伴しており，全く排他的に扱われていた

わけではない。

以上をまとめると，高台墓地における青銅器及びその模倣陶器の副葬は，戦

国時代における青銅礼器副葬の伝統をふまえていた。ただし青銅器の中でも�

については他の青銅器とは異なった扱いがなされていた，ということになる。

(B) 日用陶器

この節の冒頭でも述べたように，日用陶器は副葬品を出土した墓葬３９基の

うち，３５基，８９．７％から出土しており，最も一般的な副葬品である。このう

ち煮沸器は１１基の墓葬から出土しており，日用陶器を副葬した墓葬の３１．４％

にあたる。同じように見てゆくと，供膳器は１５基で４２．９％，供酒器は３基で

８．６％，貯蔵器は３２基９１．４％となる。これからもわかるように日用陶器の中

でも貯蔵器が副葬される割合が非常に高い。

貯蔵器はその大きさから小型，中型，大型に分けられたが，貯蔵器を出土し

た墓葬３２基のなかでそれぞれを出土した墓葬の割合は，小型が２４基で７５％，

中型が２８基で８７．５％，大型が２基で６．２％となり，小型と中型の割合が高い

ことがわかる。両者を同時に出土した墓葬は２０基，６２．５％ととなり，日用陶

器を副葬した墓葬のうち３分の２が小型と中型の貯蔵器を副葬している。

さらに小型の貯蔵器を出土した墓葬における各器種の割合を見ると，折腹罐

は４基で１６．７％，小型高頸壺が１３基で５４．２％，矮頸罐が１８基で７５．０％と

なり，折腹罐以外の器種の比率が高いことがわかる。また両者が同時に出土し

ている墓葬も９基あり，どちらかが出土している墓葬２２基の４０．１％となって

いる。
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中型では高頸壺が１１基で３９．２％，高頸罐が１６基で５７．１％，硬陶罐と繭型

罐がそれぞれ１基ずつで３．６％ずつとなっており，高頸壺と高頸罐の比率が高

い。しかしこの両者が共存した墓葬はわずか１基しかない。このことは中型貯

蔵器の副葬にあたっては，高頸壺と高頸罐のどちらかが選ばれていたことを表

わしている。

以上のことをまとめると，日用陶器の副葬の中心は貯蔵器であり，これに煮

沸器，供膳器，供酒器などが加わる。貯蔵器では小型と中型の副葬が多い。そ

のなかで中型については高頸壺と高頸罐での選択がおこなわれていた，という

ことになる。

つまり日用陶器を副葬するにあたっては，まず貯蔵器の副葬が考えられ，そ

の中でも小型と中型の器種が想定された。そして具体的な器種としては，小型

の貯蔵器では小型高頸壺か矮頸罐，または両者が選ばれ，中型では高頸壺と高

頸罐の間で選択がなされた。そのうえで必要に応じて煮沸器，供膳器，供酒器

などの器種が副葬品として選ばれたのである。

このようにみていくと，貯蔵器の器種選択方法が，複数器種選択可能な小型

と，択一式の中型といったように，異なっていることがわかる。このうち小型

については，小型高頸壺と矮頸罐では頸部から口縁部の形状が異なっているこ

とから，内容物や用途に違いが考えられ，そのため両者が副葬された場合もあ

ったと考えられる。

それに対して中型の貯蔵器である高頸壺と高頸罐は，いずれも頸部が長い形

状をしており，内容物や用途は同じであったと想定され，そのため択一的な選

択がなされたと考えられる。では高頸壺と高頸罐の選択の基準はどこにあった

のであろうか。

高頸壺と高頸罐の製作技法を比較すると，高頸壺は表面を黒色化したり，暗

紋を施すなど，造りも丁寧で装飾的である。それに対して高頸罐は器面に制作

時のタタキ痕を残し，装飾もない。従って高頸壺は精製，高頸罐は粗製と位置

づけることができる。つまり高頸壺の方が副葬品としては上位に位置づけるこ

とができるのである。

さらにこのことを敷衍すれば，中型の貯蔵器を選択するときに高頸壺を選ん

だ墓葬の方が，高頸罐を選んだ墓葬よりも階層的には上位に位置づけられるこ

とになる。ただし両者を共に副葬した墓葬も１基ではあるが存在すること，同

時に副葬された他の日用陶器には違いが見られないことからすると，階層差は
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あるものの，その差は大きなものではなかったとも考えられる。

(C) 漆器

漆器については墓葬による腐食の度合いが異なることもあり，直接的な比較

は難しい。あくまでも現状による限りではあるが，何らかの漆器の飲食器を出

土した墓葬は１１基で２８．２％にとどまっている。

（２）明器

明器には木俑と陶模型があるが，木俑は腐食のため必ずしも全部が残るわけ

ではないので，残る確率の高い陶模型を取り上げる。陶模型には倉と竈がある。

いずれかを出土した墓葬は１４基で，副葬品があった墓葬３９基の３６．０％にす

ぎない。このうち倉と竈の両者を副葬したのは６基，倉のみを副葬した墓葬は

５基，竈のみの墓葬は３基である。

（３）化粧道具

化粧道具については，発掘時の出土状況が本来の副葬状況を反映していると

は限らないが，参考としてみておく。出土した墓葬数は９基で，副葬品を出土

した墓葬の２３％にとどまっている。鏡は８基から出土しており，副葬品を出

土した墓葬の２０．５％にすぎない。

（４）装身具

装身具には帯鈎・杖・鉄剣などがあるが，出土数は帯鈎が２基，杖もやはり

２基，鉄剣は１基といずれも多くない。

（５）その他の器物

その他の器物としては玉璧，印章，半両銭などがあるが，これらの器物を出

土した墓葬は多くはなく，葬送に必ずしも必要ではなかったと考えられる。む

しろ副葬される場合がかなり特別な条件下と考えられる。

以上が副葬品の出土状況である。高台墓地では副葬品が出土した墓葬の９５

％近くで飲食器が副葬されており，副葬品の中心であったことがわかる。その

中でも日用陶器の割合が高いことから，日用陶器が副葬品の基本と考えられる。
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従ってその他の副葬品は，それに付加された要素ということになる。つまり

墓葬を造営し，埋葬する副葬品を準備するにあたり，基本となったのは日用陶

器であり，さらに墓葬ごとの事情でその他の副葬品が加えられたのである。

このことをふまえて，次に主体部と副葬品の関係を検討してみたい。

５ 主体部と副葬品の関係及び墓葬の分類

主体部の分類に基づくと，木棺墓が１７基で３７．８％，木槨木棺墓は２１基で

４６．７％，葬具不明が６基で１３．３％になる。従って，木槨木棺墓の方が木棺墓

よりも若干多いことになる。また木槨木棺墓のうち，木槨木棺墓Ａが７基で３

３．３％，木槨木棺墓Ｂが１１基で５２．３％，木槨重棺墓が２基で９．５％，木槨併棺

墓が１基で２．２％になる。この各墓葬と副葬品の組み合わせについて，出土数

が多い副葬品を選び検討する。

（１）飲食器のうち青銅器・模倣陶器との関係

青銅器と模倣陶器を副葬した墓葬は木棺墓１基，木槨木棺墓１６基で圧倒的

に木槨木棺墓が多い。木槨木棺墓のうち木槨木棺墓Ａでは６基中４基，木槨木

棺墓Ｂでは１２基中１１基，木槨重棺墓では２基すべてから青銅器・模倣陶器の

副葬があるが，木槨併棺墓からは出土していない。また模倣陶器はいずれも木

槨木棺墓Ｂから出土している。

以上の検討から，青銅器は主に木槨木棺墓に副葬されている事がわかる。唯

一青銅器を出土した木棺墓である３７号墓からの出土品は�が１点となってい

る。先に�は他の青銅器を区別された存在であるとしたが，木棺墓からは�１

点のみが出土したことは，この説を補強するものである。

（２）飲食器のうち日用陶器との関係

木槨木棺墓のうち木槨木棺墓Ａでは７基，木槨木棺墓Ｂでは９基，木槨重棺

墓，木槨併棺墓では全ての墓葬から日用陶器が出土しており，木槨木棺墓２１

基のうち１９基から日用陶器が出土している。また木棺墓では１７基のうち１６

基から日用陶器が出土している。このように木槨木棺墓，木棺墓を問わず日用

陶器の副葬例が多いことがわかる。

日用陶器の中では貯蔵器の割合が高く，特に高頸壺と高頸罐のいづれかが選
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択されることが多いことは既に述べたが，これを主体部との関係で見てみると，

木棺墓では高頸壺２基，高頸罐１２基で，うち１基からは両者が出土している。

従って木棺墓では圧倒的に高頸罐の出土例が多い。それに対して木槨木棺墓で

は高頸壺１３基，高頸罐２基で，逆に高頸壺が多いことがわかる。

つまり精製の高頸壺は木槨木棺墓と，粗製の高頸罐は木棺墓と関係が強いこ

とになる。

（３）飲食器のうち漆器との関係

漆器を出土した墓葬は１１基あるが，全てが木槨木棺墓である。内訳は木槨

木棺墓Ａが７基中５基，木槨重棺墓・木槨双棺墓は全てから，木槨木棺墓Ｂは

１１基中３基から出土している。このなかでは木槨木棺墓Ｂから出土する割合

が他に比べて低くなっていることは注目される。

（４）明器との関係

陶模型に限ってということになるが，出土した墓葬１５基のうち，木槨木棺

墓が９基，木棺墓が６基である。それぞれの中での割合は，木槨墓が４２．９％，

木棺墓が３５．３％で若干木槨木棺墓のほうが高いが，大きな差はない。つまり

陶模型に関しては，特定の主体部との強い結びつきはなく，一定の割合で副葬

されていた，ということになる。

木槨木棺墓のなかでは木槨木棺墓Ａでは７基中４基，木槨重棺墓・木槨双棺

墓は全てから，木槨木棺墓Ｂは１１基中２基から出土している。木槨木棺墓Ｂ

から出土する割合が他に比べて低くなっている。

（５）化粧道具，その他の副葬品との関係

化粧道具を出土した墓葬は全て木槨木棺墓である。木槨木棺墓のなかでは木

槨木棺墓Ａでは７基のうち，漆器を出土したのは４基，鏡は５基，木槨重棺墓

は２基のうち漆器は１基からで鏡の出土はない。木槨双棺墓は漆器・鏡ともに

出土。木槨木棺墓Ｂは１１基中，漆器は３基，鏡は２基から出土している。

ここまでの検討から，次のようなことがわかる。

まず主体部により副葬品に違いがあることが確認できた。総じて木棺墓では

副葬品の種類が少なく，木槨木棺墓の方が多様な副葬品がみらえる。具体的に
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見てゆくと，木棺墓では日用陶器が主となっているのに対して，木槨木棺墓で

は日用陶器も副葬されるが，同時に青銅器や模倣陶器が副葬される例が多い。

さらに参考にとどまるが，飲食器の漆器，化粧道具なども木槨木棺墓に集中し

ている。また日用陶器の中でも精製の高頸壺は木槨木棺墓に集中している。

ただし木槨木棺墓と木棺墓では副葬品が全く異なるわけでもない。木槨木棺

墓のなかにも日用陶器のみを副葬する例もあり，また陶模型のように両者での

割合がほぼ同じ例もある。

以上のことと前節で取り上げた副葬品の出土状況から，高台墓地では主体部

や副葬品の種類などに，墓葬によって差異が認められることが明らかになった。

すなわち高台墓地での埋葬の基本は木棺墓で日用陶器を副葬するといったもの

であるが，これに主体部では木槨，副葬品では青銅器や模倣陶器，飲食器の漆

器，化粧道具，日用陶器の中でも精製品などが付加されることで，墓葬間の差

異が生じるのである。

そして付加される要素は墓葬によって違いはあるものも，集中する傾向があ

ることも認められる。つまり木槨を具える墓葬には，青銅器や漆器の飲食器や

化粧道具が副葬され，日用陶器でも精製品が選ばれるのである。従って高台墓

地では，付加される要素が多い木槨木棺墓が，木棺墓に対して階層的には上位

に位置することになる。

ここまでのことから高台墓地では葬具や副葬品の違いに注目することで，墓

葬を分類できることが明らかになったと思う。問題はどの要素を重視するかで

あるが，ここではまず葬具の違いに注目し木槨木棺墓・木棺墓・無棺槨墓の３

種に分類したい。

そのうえで青銅器及び模倣陶器の有無にも注目したい。高台墓地では戦国時

代以来の青銅礼器が多分に意識されており，青銅器・模倣陶器の有無は墓葬を

分るうえでの重要な要素となる。ただし�については取り扱いが異なることは

注意しておく必要がある。また模倣陶器のみの墓葬も区別する必要がある。

この主体部の違い，青銅器の副葬の有無に注目して墓葬を分類すると以下の

ようになる。

Ａ類 木槨木棺墓

Ａ１類 木槨木棺墓で青銅器を副葬する

Ａ１ｂ類 木槨木棺墓で模倣陶器を副葬する
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Ａ２類 木槨木棺墓で�を副葬する

Ａ３類 木槨木棺墓で青銅器を副葬しない

Ｂ類 木棺墓

Ｂ１類 木棺墓で�を副葬する

Ｂ２類 木棺墓で青銅器を副葬しない

Ｃ類 無棺槨墓

以上の分類では，木槨木棺墓，すなわちＡ類の墓葬がもっとも上位の階層であ

り，これにＢ類の木棺墓，そしてＣ類の順で下位の階層となる。ただしＡ類・

Ｂ類内の小分類については階層的な違いは想定できず，あくまでも青銅器を副

葬する志向の有無を表しているにすぎない９）。

次にこれら各類の墓葬が墓地内でどう分布しているかを検討してみたい。

４ 各類墓の分布

第８図は上記の分類に従って，それぞれの墓葬の位置を全体図に表したもの

である。この図から明らかなように，各類型の墓葬は墓地全体に広がっている

わけではなく，明らかに偏りが見られる。すでに述べたが報告書では墓葬の全

体的な分布から，高台墓地を４つの地区に分けている。この区分に従って各地

区の特徴を見てみたい。

（１） 第１地区

墓地北部の墓葬群で，墓葬の分布はやや散漫である。この地区ではＡ１類の

墓葬が集中しているのが特徴である。１４基の墓葬のうち，１２基がＡ１類で，

それ以外にはＡ３類が１基，Ｃ類が２基あるのみである。

（２） 第２地区

墓地東北部の墓葬群で，１２基の墓葬は狭い範囲に集中している。この地区

の墓葬はＣ類が１基ある以外は，すべてＢ類である。そのなかで，Ｂ１類が１

基ある他は，すべてＢ２類である。

（３） 第３地区

墓地中部に位置している。１０基の墓葬があるが，各墓葬は散在しており，

第２地区とは対照的である。墓葬の類別も一定せず，Ａ１類はなく，Ａ１ｂ類が

３基，Ａ２類が１基，Ａ３類が１基，Ｂ２類が３基，Ｃ類が２基となっている。
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（４） 第４地区

墓地南部に位置しており，８基の墓葬が集中して分布する。ただし墓葬の類

別は多様で，Ａ１類が１基，Ａ３類が３基，Ｂ２類が３基，Ｃ類が１基となっ

ている。

以上のように各地区に分布する墓葬の傾向には違いが見られる。すなわち主

体部や副葬品が共通した墓葬が集中する第１地区・第２地区と，ばらつきが見

第８図 各類墓葬の分布

第２地区

第１地区

第３地区

Ａ１類

Ａ１b類

Ａ２類
第４地区

A 3 類

Ｂ１類

Ｂ２類

C 類

０ ５０m
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られる第３地区・第４地区である。

このうち第１地区における墓葬のありかたから，この地区では木槨木棺墓を

造り，青銅器の副葬を志向した葬送が集中しておこなわれていたことがわかる。

同じように，第２地区では木棺墓で日常陶器を副葬した葬送おこなわれていた

ことになる。

これに対して，第３地区・第４地区では主体部，副葬品とも定まった傾向は

認められない。

ところで報告書では高台墓地は「いくつかの家族墓（少なくとも４つ）から

成り立っている」と記述している。この点はどうであろうか。

ここで注目したいのは１７号墓と１８号墓である。この２基の墓葬は第３地区

東側に位置しており，第１地区に近い。いずれも木槨木棺墓で，墓坑方向も同

じで隣接している。副葬品に青銅器は含まないが，代わりに模倣陶器があり，

その組み合わせは鼎―盒―壺となっている。模倣陶器を副葬した墓葬は，この２

基の他に２基があるのみであり，高台墓地では多くはない。

このように１７号墓と１８号墓が同じタイプの模倣陶器セットを副葬し，しか

も隣接して，同じ墓坑方向であるという点は，偶然とは考えられず，この２基

の墓葬は意図的に並べられたと考えられ，この両者は家族であった可能性が高

い。さらに１７号墓の西側には副葬品を出土せず，葬具もない１５号墓もあり，

これも１７・１８号墓に隣接し，しかも墓坑方向が同じことから，関連する可能

性がある。第９図は後漢時代の楊氏一族の墓地１０）で，各墓葬は方向を同じく

して並んでおり，高台墓地の状況と同じである。

同じように葬具・墓坑方向がほぼ等しく，副葬品も似通った墓坑としては，

第１地区の４・５・９・１１号墓を挙げることができる。報告書では５・９号墓，

４・１１号墓に分け，それぞれを夫婦墓と考えているが，それを拡大してこの４

基に家族としてのまとまりを想定することも可能であろう。このように第１地

区ではすくなくとも１つの家族が連続して墓葬を造営していたわけだが，第１

地区の他の墓葬は墓坑方向を違えており，５号墓などとの直接的な関連をつか

むのは難しい。ただし第１地区は高台墓地で最も古い地区であり，この地区か

ら高台墓地の形成が始まったことを考え合わせれば，同じ様な志向を持ってい

るとはいえ，全く関連がない人々が集まったとも考えづらい。やはり何らかの

血縁関係を持つまとまりがあったと考えるべきであろう。同じことは第２地区

にもあてはまる。
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第４地区については墓葬が集中してはいるが，木槨木棺墓と木棺墓が混在し

ており，第１地区，第２地区とは状況が異なる。ただし編年的には第２段・第

３段では木棺墓がそれぞれ１基，第３段では木棺墓，木槨木棺墓がそれぞれ１

基ずつ，第４段に木槨木棺墓３基と木棺墓から木槨木棺墓へと変化しており，

墓坑方向も２６号墓を除けばほぼ一定していることを考慮すれば，やはり血縁

関係を持つ集団であり，中途から木槨木棺墓の造営を始めたと考えるべきであ

ろう。

難しいのは第３地区で，墓坑方向はほぼ一定だが，かなり散在している１１）。

この中には先に述べた１５・１７・１８号墓のような血縁と考えられる墓葬群もあ

るが，その他の墓葬との違いは大きい。従って，第３地区は全体としてのまと

まりはなく，家族墓や単独の墓葬がまとまった結果と考えるべきであろう。

まとめ～高台墓地の構造

以上検討した内容は多岐にわたったが，最後に高台墓地の構造についてまと

めてみたい。

高台墓地では４４基の秦漢墓が調査されたが，その内容は均一ではなく，主

体部や副葬品には階層的な差異が認められた。下位階層は木棺墓，主な副葬品

第９図 楊氏墓地
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は日用陶器であった。それに対して上位階層の墓葬は木槨木棺墓で，日常陶器

も副葬されるが，それに加えて飲食器では青銅器とそれを模倣した陶器や漆器，

化粧道具などが副葬され，また日用陶器でも精製の高頸壺が選択されるといっ

た傾向が見られた。このように墓葬に違いがあることから，本稿では主体部の

違いにまず注目し，さらに青銅器とその模倣陶器の有無を考え合わせることで，

墓葬を７類型に分類した。

そのうえで各類墓葬の分布を見ると，同じ類型の墓葬が集まった第１地区・

第２地区，墓葬にばらつきがある第３地区・第４地区に分けられた。さらに墓

葬の集中度などを考慮すると，第１地区・第２地区・第４地区は血縁者の墓地

と考えられる。このうち第１地区と第２地区では墓地の継続期間を通じて同じ

傾向の墓葬を造営し，安定した墓群が続いている。第４地区では木棺墓から木

槨木棺墓への変化が認められ，この集団の発展が伺える。これに対して第３地

区は単一の集団の墓地ではなく，複数の血縁集団や個人の墓葬が散在する場所

と考えられる。つまり高台墓地では北側の２つ，南側の１つの血縁集団の墓地

があり，その中間には集団に属しない墓葬が散在していたのである

１） 荊州博物館「江陵高台１８号漢墓発掘簡報」（『文物』１９９３年第８期）

２） 湖北省荊州博物館『荊州高台秦漢墓』（２０００年 科学出版社 北京）

３） 墓地研究の方法等については上野祥史の研究から大きな示唆を受けた。

上野祥史「漢墓資料研究の方向性」（『国立歴史民族博物館研究報告』第１０８集 ２００３

年）

４） この点については以下の論文を参照。

好並隆司「鼎のゆくえ」（同氏著『商君書研究』所収 １９９２年 淡水社 広島）

５） 例えば諸侯王の墓葬である満城漢墓からは青銅製の飲食器が多量に出土しており青銅器

が重視されていたことがわかる。

中国社会科学院考古研究所，河北省文物管理処『満城漢墓発掘報告』（１９８０年 文物出

版社 北京）

６） 林巳奈夫は盆についてこのような多様な用途を想定しているが，ここで取り上げたよう

に高台墓地５号墓から出土した盤は煮沸にも使われたと考えられることから，盆と同じよ

うな用途が想定される。林による盆の考察については，以下の著作を参照。

林巳奈夫編『漢代の文物』（京都大学人文科学研究所 １９７６年 ２２９頁）

７） 林巳奈夫編『漢代の文物』（京都大学人文科学研究所 １９７６年 ２３３頁）

８） 青銅礼器のセットについては以下の拙稿を参照。

小澤正人「東周時代青銅礼器の地域性とその背景」（『中国考古学』第５号 ２００５年）

９） 漢書巻６７朱雲伝には，

（朱）雲年七十餘，終於家。病不呼醫飮薬。遺言以身服斂，棺周於身，土周於椁，為丈

五墳，葬平陵東郭外。
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とあり，漢代には死者が「遺言」のような形で埋葬法を指示した事例が見られ，埋葬にあ

たっては死者や家族の志向が反映したと考えられる。

１０） 陝西省文物管理委員会「潼関吊橋漢代楊氏墓群発掘簡記」（『文物』１９６１年第１期）

１１） 第３地区中央には墳丘を伴う大型の西晋墓があり，その造営が影響を与えた可能性も考

慮したが，墳丘下から確認された墓葬もあり，調査時の墓葬の分布状況とは大きな違いは

なかったと考えられる。

付記 本稿は平成１７年度学術振興財団科学研究助成「長江上中流域における秦漢帝国による

地域統合の研究」（代表者小澤正人）による研究成果の一部である。

荊州高台墓地の構造に関する一考察

― ―１３９


